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般講演要旨

電 気刺激 に よ り発生す る カエ ル 桿体 の カル シ ウ ム 電位の 解析

高橋恭
一，宮地栄

一．村上元彦 （慶大 ・医 ・生理）

→へnalysis 　of 　calciunl 　responses 　evoked 　irl　frog　rQds 　hy 　transretinal　current 　pulses
KYOH −ICHI 　 TAKAHAsHI ，　EI−lclll　 MIYACHI 　 MoTo 田 KO 　 MuRAKAMI

　コ イ 剥離網膜を は さん で パ ル ス 通 電 を し て 水平細胞を脱分極 させ た と き．錐体に IPSP が発生す る こ と か

ら・村 上 らは 水平細胞か ら錐体 に 負の フ a
一ドパ

ッ ク ・シ ナ プス が存在す る こ とを 証 明 した 。同様 の 方法 に よ

りヵ エ ル 桿体系の フ ィ
ー

ドバ
ッ ク ・ シ ナ プ ス の 有無 を検索 した と こ ろ．錐体系 と異な り．桿体は一

過性脱分極
応 答 を 示 し，し ば しば こ れ に 減衰振動が 迫従 した 。こ の 応答 の 振幅 は パ ル ス 通 電 の 強度 お よ び 外蔽中の ヵ ル シ

ウ ム ’イ オ 礦 度に 依存 し バ P　 “）・ イ 才 ソ を 餓 る ・ とに よ り轍 し … ル ト ・／ t ン の 投与 に よ 卿 制
さ れた 。 すな わ ち 桿体は 悉 無 律 に 従わ ない 漸増性 の カ ル シ ウ ム 電位を発 生 す る。さ らに ，細胞内通電に ょ り桿
・体膜 を 脱分極 させ る と パ ル ス 通電 に よ る応答は抑制され．iPSP は検出 さ れ な か っ た 。こ れ は カ ェ ル 桿体系 で

は 負の フ ィ
ードバ

ッ ク ・シ ナ プ ス の 依存が否定的 で あ る こ とを 示 唆 し て い る 。

視細胞電位発現機構における c −GMP の役割

河村　悟，村 上 元彦 （慶大 ・医 ・ 生 理）

Func しional　 role 　 of 　 c −GMP 　 in　 phototransduction 　 mechanism

SAToRu 　KAwAMuRA ，　MOToHiKo 　MURAKAM1

　桿体視細胞 に お げ る光清報伝達機購 に は ，細胞内伝達物 質 の 存在 が 仮定 され て い る 。その 候補 の
一

っ で ある
・c −GMP に っ い て ，候補 と し て の 妥当牲 を検討す るた め ，ナ キ ヤ モ リ （Gekko　gefeko）の 桿体外節に c −GMP
を注入 し・電位変化 お よび膜抵抗変化 を 測 定 した 。 その 結果・暗中で c −GMP を 注 入 す る と 膜抵抗 の 減少を

伴 っ た 脱分極 姓 じた・次 で ・膜抵抗 の 変化 が・どの dt ソ の 透齪 変化 岫 来す る もの か を 調べ る た め ．外

液 の tv
−
a

’
　 be・ リン で 置換 した と こ ろ・c −GMP の 注入 に よ る脱分画 覯 察さ れ なカ・ っ た． こ の こ とか ら．外

節中に 注入 され た c−GMP は ・Na ＋

透過性 を増大 させ 脱分極 を ひ きお こ す こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 結果
は ・c『GMP を伝達物質とす る考 え と矛盾 し ない 。 しか し・視細胞電位 の 時間経過と，　 c−GMP の 代謝系の 時

間経過 とは 必 ず し も
一
致しな い の で ．何が 真 の 伝達物質で あ る か を結論す るに は ．さ らに 詳 しい 研究が 必 要で

．あ る。

ア ル ビノ ラ ’
y ト ERG の P 皿 成分に対す る K ＋

透過抑制剤 の 効果

東 克 （大阪医 大 ・教養 ・生物）．東 真美 （大 阪 教 育 大 ・保睡）

Effects　 of 　potasslum 　 channel 　blockers　on 　 albino 　 ral 　ERG
KoTSU 　AZuMA ，　MASAMI 　AzUMA

　ア ル ビ ノ ラ ッ ト剥離網膜を 種 々 の 条件 で 灌流 し．微弱光 明 順 応後 の Hypersensitiviy （Hs） を．開順 応前

後 の 同
一

刺激光 に 対 す る distal−pM の 比 （Rb） で 表現 した e 〔Ca2
’

）… lmM の 時，　Rh は 約 O．8，〔Cas
＋

〕。
＝

・O．lmM の 時は 約 L5 で あ っ た 。 また，順応光の on 応答 と off 応答の 大 きさ の 比 （Rt）は 〔Ca9 “

〕。
＝1mM で

約ユ・°・1mM で ユ・7あ ・ た ・ 〔（）a2
＋
〕… lmM で 〔Ba2

＋

〕・を ・・05〜4mM と変化 さ せ る と，　 pm の ・1・w 成
分 消 失効果 お よ び Hs 誘起効果 は 0・2mM 近辺 で 顕れ た 。 1〜2mM で slow 成分 は 完全 に 消失 し，　R 、 は 3
と大 きい 。 Rh と Rf の 相関指数は 約 0．8で ，　Hs と off 応答増大 は 密接 な 関係 が あ る 。　TEA は 約 20mM で ，
．4−AP は 5〜10mM で Hs を 誘起す る が．　 slow 成分を 消失させ なか っ た 。　TEA や 4−AP は Ba2’と 異 な

り ミ ュラ ー
細胞 に 対す る作用 を 発揮しな い （細胞外 か らは 効 か な い ）が ，視細胞 の K ＋

透過性 に 影響 を 与え，
Hypersensitivityを誘起す る と考

’
え られ る 。
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